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ドキュメンタリー映画

作品完成に向けた企画書

種を採る。種を配る。種を祀る。

固定種・在来種を入口に、種を採る人、配る人、祀る人を追う。種はどこから来て、誰の手へ渡り、

その人がいなくなったあと、何が残るのか。土地に受け継がれてきた営みと、その行方を見つめる長

編ドキュメンタリー。

監督・編集　長岡 参

制作　映画産土製作プロジェクト（仮称）／合同会社長岡活動写真館

2026 年 7 月 17 日改訂
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02 OVERVIEW  /  企画概要
本作は何を描き、なぜ今、完成させるのか

種は、人の手を離れ、土地を越え、その人がいなくなったあとにも残る。本作は、種をめぐる

実践と祈りから、継承と断絶のあいだにある時間を見つめる。

形式 長編ドキュメンタリー映画／想定尺 120〜130

分

制作段階 予告編・関係者向けプレビュー制作済み。本編

編集・追撮準備段階

完成予定 2026 年内ピクチャーロック／2027 年 2 月頃ま

でに仕上げ完了

完成資金 最低 200 万円／拡張目標 350 万円

目次

03　「産土」という言葉とシリーズ 11　撮影・制作の現在地

04　本作が始まった経緯 12　完成までの工程

05　本作が描くもの 13　最低完成資金 200 万円

06　岡本よりたか氏 14　拡張目標 350 万円

07　谷崎テトラ氏 15　完成支援と先行上映

08　撮影地と土地の記憶 16　完成後の展開

09　想定構成 17　監督・長岡参／作品の独立性・連絡先

10　映画の形式と監督の位置 18　作品を見る／申し込む
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03 THE SERIES  /  「産土」という言葉とシリーズ
土地に残るもの、壊れるもの、手渡されるもの

「産土」とは

「産土（うぶすな）」とは、人が生まれた土地と、その土地を守る神を指す言葉です。古くから、生まれた土地の神は「産土

神」と呼ばれてきました。本シリーズでは、行政区分や領土としての国土ではなく、人が生まれ、暮らし、働き、死者を送り

ながら記憶を受け渡してきた場所として、土地を捉えています。監督・長岡参は、この言葉を手がかりに、2012 年から日本

各地の山村、里山、離島、過疎集落を記録してきました。

第一作『産土』

2012 年に撮影を開始し、2013 年に完成。山形の山伏、沖

縄・久高島の祭祀、徳島の林業、島根の有機農業、山梨の

雨乞いなど、土地に残る暮らしと信仰を結んだ。初上映以

降、国内外で約 200 回上映。

第二作『産土―壊―』

人と土地の結びつきが変化し、失われていく現場へ視線を

移した。震災後の福島、福井の原子力発電所近くに残る聖

地、静岡の山間部に残る儀礼などを記録。2014 年、明治神

宮で本作を上映し、シンポジウムを開催した。

第三作『産土 3 ― 種々―』

変化や断絶のなかでも残り、蒔かれ、次の人へ手渡されて

いくものを追う。作物の種だけでなく、農の技術、土地の

記憶、祭りや祈り、人と人との関係が、どのように受け継

がれるかを見つめる。

三作を貫く問い

土地と人の関係は、変化と断絶のなかで何を残し、何を失

い、どのように次の時間へ移るのか。三部作の位置づけ

は、完成編集を通して最終的に確定する。
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04 ORIGIN  /  本作が始まった経緯
種苗法をめぐる取材から、広がっていった六年間

種苗法をめぐる議論から

本作の直接の出発点は、2020 年の種苗法改正をめぐる議論でした。固定種、在来種、自家採種、農家と種の関係を記録する

ため、自然農法家・岡本よりたか氏を中心人物として企画を立ち上げ、2020 年にクラウドファンディングを実施しました。

時期 制作の推移

2021 年 岡本氏を中心に本格撮影を開始。種を採り、育て、次の年へつなぐ実践を記録。

コロナ禍 地域間の移動と取材が難しい時期が続き、当初の制作計画が大きく遅れる。

撮影再開後 雑穀、古代米、各地の農耕儀礼、土地に残る信仰と記憶へ取材対象が広がる。

谷崎氏との出会い 種を保存するだけでなく、人から人へ渡し、異なる土地へ運ぶことが重要な主題となる。

2026 年 7 月 谷崎氏の死去を受け、氏が渡した種の所在と、それを育てる人々を追う撮影を残す。

制作を支えたもう一つの起点

徳島県神山町で活動をともにしていた知人が、岡本氏の本を作りたいと願いながら亡くなりました。その本は作られませんで

した。この死も、本作を始め、撮影を続けてきた理由の一つです。映画で扱う範囲は、素材と関係者への確認を踏まえて編集

時に判断します。
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05 THEME  /  本作が描くもの
種を入口に、人と土地の起源、継承と断絶を見つめる

『産土 3 ― 種々（しゅしゅ）―』は、種を採り、育て、手渡す人々を追う長編ドキュメンタリー映画です。本作が最初に見

つめるのは、固定種、在来種、自家採種をめぐる農の現場です。種には、作物だけでなく、農の技術や経験、人と土地との長

い関係が蓄積されています。

五穀の種は、どこから来たのか。　人は、そもそもどこから来たのか。

雑穀や古代米は、どこから日本列島へ渡ってきたのか。なぜ種は、祭りや祈りと結びついてきたのか。奄美大島をはじめとす

る各地の取材を通して、本作は種の起源と移動を辿り、その背後にある人の移動、土地の記憶、信仰や文化の成り立ちへ視野

を広げます。

本作の中心にある問い

• 種は、誰のものなのか

• 五穀の種は、どこから来て、どう渡ってきたのか

• 種を渡した人がいなくなったあと、何が残るのか

本作がしないこと

本作は、特定の農法や政策を支持する広報映画ではありません。また、五穀や人の起源を、分子生物学や考古学によって網羅

的に解説する作品でもありません。農、採種、祭祀、伝承を撮影した映像から、種と人の関係を考えます。
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06
PERSON 01  /  岡本よりたか氏｜環境活動家

農と採種の実践から、生命と人間をめぐる問いへ

岡本よりたか氏は、本作の直接の出発点となった人物です。環境活動家として自然農や自家採種について発信し、作物を育

て、種を採り、次の年へつなぐ技術や考え方を全国で伝えてきました。本作の取材は、岡本氏の畑での実践と、種苗法改正を

めぐる発言を記録することから始まりました。

撮影当初、岡本氏は畑で種を採る人として画面に現れました。数年後、その言葉は生命や自然、人間の生き方へ広がっていき

ました。その二つがどう結びついているのかを、説明で埋めず、撮影された時間として並べます。

畑で種を採る実践と、そこから生まれた思想との間には、どのようなつながりがあるのか。

本作で記録したこと

• 自家採種と農の実践を伝えてきたこと

• 長期撮影のなかで、実践と言葉が変化したこと

• 各地を巡った映画が、再び畑と一粒の種へ戻ること
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07 PERSON 02  /  谷崎テトラ氏
渡された種は、いまどこにあるのか

谷崎テトラ（たにざき てとら）｜1964–2026

放送作家／メディアプロデューサー／京都芸術大学客員教授／ワールドシフトネットワークジャパン代表理事／アースデイ東

京ファウンダー

環境、平和、持続可能性をめぐる発信と実践に関わり、アースデイ東京の立ち上げ、国際会議へのNGO参加、世界各地のエ

コビレッジや共同体の取材などを行いました。本作では「アドニスの庭」を通じ、雑穀や五穀の種を各地の人へ渡す姿を撮影

しました。

2026年 7月 13 日、谷崎氏は亡くなりました。残る撮影では、氏から種を受け取った人々を訪ねます。種はいまどこにあり、

誰が育てているのか。特定の「後継者」を先に決めず、種と人の関係が複数の土地にどう残ったのかを確かめます。

病中・晩年の映像は、生前に本人と交わした確認、遺族・関係者の意向、映画における必要性を踏まえて使用します。死を作品の感

動や宣伝のために利用しません。
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08 PLACES  /  撮影地と土地の記憶
各地を網羅せず、種と人の移動を示す役割に絞る

本作では、岡本氏、谷崎氏への取材を軸に、相川七瀬氏への対馬でのインタビューを含め、日本各地で種、農耕、祭祀、土地

の記憶を記録してきました。それぞれの土地は単なる取材先ではなく、種がどこから来たのか、人々が種とともに何を受け継

いだのかを考える場です。

その他の出演者　野口勲：野口種苗研究所代表　　印鑰智哉：日本の種子を守る会アドバイザー／ジャーナリスト

林博章：環境人類学博士　　福本理恵：株式会社 SPACE 代表取締役／教育起業家

武井幸三：経営思想家／社会活動家　　TOLAND VLOG（YouTube チャンネル）　他

相川七瀬氏／田に植えられた種／海辺の祭祀

沖縄県・久高島

第一作から取材を続けてきた土地。祭祀や農耕の記憶を通

して、作物を育てることと、祈りや共同体の営みがどう結

びついてきたかを見つめる。過去作との連続性を担う。

長崎県・対馬

赤米神事と古代米の取り組み、相川七瀬氏へのインタ

ビュー、「寄神」と呼ばれる風習を取材。種と祭祀が、地

域内外の人を通してどう受け継がれるかを見つめる土地。

鹿児島県・奄美大島

ショチョガマをはじめとする農耕儀礼、穀物の起源に関わ

る伝承を記録。「作物の種はどこから来たのか／人はどこ

から来たのか」という問いが、長い歴史と移動へ広がる場

所。

徳島県・忌部の里

傾斜地農業、雑穀、麻や穀物に関わる古い営みが残る。監

督が長年暮らし、取材を続けてきた徳島は、外部から訪れ

る取材地ではなく、制作の足元にある土地。

山梨県・山間部ほか

過去の『産土』シリーズで記録してきた雨乞いや農の映像

も、主題との接続が明確な範囲に絞って使用する。

編集上の原則

撮影地を網羅的に紹介しない。風景や祭りを美しい映像と

して消費せず、そこに生きる人々の現在と、受け継がれて

きた時間が伝わる構成を目指す。

※本編集前のため、使用する地域と場面は暫定です。素材の再確認によって、役割が変わる可能性があります。
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09 STRUCTURE  /  想定構成
本編集に入る前の仮説。素材の再確認を通して更新する

映画は、岡本氏が種を採る手と、谷崎氏が種を渡す手から始まります。そこから、監督自身の産土である千葉県四街道市、福

井県敦賀市、京都府福知山市の産小屋、奄美大島のショチョガマ、対馬の赤米神事と寄神信仰へ進みます。終盤には、谷崎氏

が徳島・剣山系の農業文化と忌部の里を訪ねた旅を置きます。2026年 7月 13 日以後の追撮では、氏から渡された種がどこに

残り、誰が育てているのかを確かめます。

章 想定尺 役割

第一章｜種を採る 22 分 岡本氏の畑、自家採種、固定種・在来種。一粒の種と、それを扱う手から始める。

第二章｜種を渡す 18分 谷崎氏が、雑穀や五穀の種を人から人へ渡してきた記録。

第三章｜産土を辿る 24分 千葉県四街道市、福井県敦賀市、京都府福知山市の産小屋。生まれることと土地の関係

を辿る。

第四章｜種と祈り 22 分 奄美大島のショチョガマ、対馬の赤米神事と寄神信仰、相川七瀬氏へのインタビュー。

第五章｜受け継ぐこと、変

わること

14分 岡本氏の実践と言葉の変化と、各地で続くもの、失われるものを並べる。

第六章｜谷崎氏の徳島・剣

山系への旅

12 分 剣山系の農業文化と忌部の里を訪ね、土地から土地へ運ばれる種を追う。

第七章｜渡された種 12 分 谷崎氏から種を受け取った人々を訪ね、種の所在と、その後を撮る。

終章｜次の手へ 6分 種を採る、蒔く、渡す。追撮で得た具体的な行為へ戻り、映画を閉じる。

編集段階で確定する事項

岡本氏を全編の軸としてどこまで維持するか／谷崎氏の死去と、その後の追撮をどの位置に置くか／種苗法の説明量／各地域の順序

／過去作の映像／監督の声／ラストシークエンス。
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10 FORM  /  映画の形式と監督の位置
分かりやすさと、映像に立ち会う時間の双方を備える

本作は、人物への取材、農や祭祀の現場、各地への移動、長期間にわたって蓄積された映像を組み合わせて構成します。専門

的な知識を持たない観客にも背景が伝わるよう、必要な情報や時間の経過を示しながら、人物の言葉、土地の音、作業や儀礼

の時間を生かした作品を目指します。

観察と対話

発言だけでなく、作業、移動、待つ時間、土地との関係を

記録する。インタビューを説明材料として切り取るだけで

なく、人物がどこで、どのような時間を生きているかを見

せる。

監督の位置

質問する声、移動の記録、撮影の経緯を通して作品に関わ

る。監督個人の物語を中心には置かず、異なる人物、土

地、時間をつなぐ案内役とする。

ナレーション

撮影時期、場所、種苗法、過去作との関係など、映像だけ

では理解しにくい情報を補う。登場人物の言葉や映像を、

一つの結論へ固定するためには使わない。

映像と音

農作業、祭祀、土地の風景、人物の会話を、現場の音と時

間を生かして構成する。説明の挿絵や美しい情景の連続に

せず、労働、失敗、沈黙、変化を含める。

分からなさは残す。ただし、撮影時期、場所、出来事の経緯など、必要な事実は説明する。
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11 STATUS  /  撮影・制作の現在地
編集を始め、必要な追撮だけを行う段階

本作は予告編と関係者向けプレビューを制作済みで、2021 年以降の岡本氏、谷崎氏、各地の農・祭祀・対話の素材を蓄積し

ています。本格的な本編編集はこれから始めます。

2026年 7月 13 日、谷崎テトラ氏が死去しました。これによって、残る撮影の焦点は明確になりました。氏が各地へ渡した種

はいまどこにあり、誰が育て、何を引き受けようとしているのか。編集と並行し、氏から種を受け取った人々への追撮を行い

ます。撮影範囲は、この問いに必要な場所と人物に限ります。

区分 現在地

制作済み 予告編、関係者向けプレビュー、作品概要、完成支援募集の初期資料。

撮影済み 2021 年以降の岡本氏、谷崎氏、各地域の農・祭祀・対話素材。過去の「産土」関連素材。

編集前 全素材の再確認と分類、素材台帳、文字起こし整理、紙編集、120〜130分のラフカット。

仕上げ前 MA・整音、カラーコレクション、ナレーション、字幕・テロップ、上映マスター、権利処理。

今後必要となる主な作業

• 谷崎氏から種を受け取った人々への追撮

• 撮影素材の再確認、分類、文字起こし整理

• 全体構成の確定とラフカット制作

• 事実・権利・倫理面の確認とピクチャーロック

• MA・整音、カラーコレクション、ナレーション収録

• テロップ、字幕、エンドロール、上映用データの制作

監督・長岡参が 2〜3 か月程度、本編編集に専従する期間を確保する必要があります。今回募集する資金は、これまでに撮影してき

た素材を一本の映画として編集し、上映可能な状態まで仕上げるためのものです。
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12 SCHEDULE  /  完成までの工程
2026 年内ピクチャーロック、2027 年 2 月頃までの仕上げ完了を目標とする

時期 工程 主な作業

2026 年 7〜9月 資金調達・追撮 完成支援募集、素材再確認、構成整理。谷崎氏から種を受け取った人々を訪ね、種の所在

と現在を撮影。

9〜11 月 本編編集 章別アセンブリー、ラフカット、人物・地域の配置調整、仮ナレーション、事実・権利・

倫理確認、少人数試写。

12 月 ピクチャーロック 本編構成、使用映像・音声、テロップ、地名・人名、ナレーション原稿を確定し、仕上げ

工程へ渡す。

2027 年 1〜2 月 仕上げ MA・整音、カラーコレクション、ナレーション収録、字幕・テロップ、エンドロール、上

映・配信用データ。

2027 年春以降 上映・公開 完成披露、自主上映、監督トーク、映画祭応募、劇場・配信・教育利用、地域連携上映。

工程管理の原則

• 監督が本編編集へ専従できる 2〜3 か月を確保する

• 谷崎氏から種を受け取った人々への追撮を 7〜9 月に行い、範囲を広げない

• 関係者試写は、事実・危険・プライバシー確認の場とし、編集承認会にしない

• 完成遅延が生じた場合は、支援者と先行上映主催者へ工程と変更理由を報告する

スケジュールは、資金調達、関係者確認、仕上げスタッフの調整によって変更する可能性があります。ただし、編集期間を曖昧に延

長せず、2026 年内に本編を確定することを基本方針とします。
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13
BUDGET 01

最低完成資金 200 万円

本編編集から上映マスターまでの最低ライン

項目 概算 内容

本編編集費 90 万円 監督・長岡参が 2〜3 か月程度、本編編集へ専従する期間を確保。

MA・整音費 30 万円 長編素材のノイズ処理、台詞・環境音・音量の統合。

カラーコレクション費 25 万円 複数年・複数機材・各地域の映像を一本の作品として整える。

ナレーション収録費 10 万円 原稿調整、収録、編集。

テロップ・字幕・エンドロール制

作費

15 万円 人名、地名、注記、クレジット等。

上映用・配信用マスター制作費 10 万円 自主上映、映画館、配信等に使用する完成データとバックアップ。

追撮・移動・権利確認・予備費 20 万円 谷崎氏から種を受け取った人々への追撮、移動、権利・関係者確認、工程変動に対

応。

合計 200 万円 本編を上映可能な状態まで完成させる最低目標。

本編編集費について

監督・長岡参が 2〜3 か月程度、本編編集に専従します。長期間にわたる素材と、谷崎氏の死去後に行う追撮を確認し、人

物、土地、時間の関係を 120〜130 分の映画として構成します。撮影済みの映像があることと、映画が完成していることは同

じではありません。

この 200 万円には、過去のクラウドファンディングにおけるDVD、パンフレット等のリターン制作・発送費や、完成後の本格的な上

映・広報準備費は含まれていません。
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14 BUDGET 02  /  拡張目標350万円
完成、リターン履行、上映開始までを一体で進める

最低完成資金 200万円に加え、過去のクラウドファンディングのリターン履行と、完成後の上映・公開準備まで行うため、拡

張目標を 350万円に設定します。クラウドファンディングの支援件数は 580件です。DVD、パンフレット、オンライン視聴等

を確実に届けるため、住所と希望媒体を改めて確認します。

追加項目 概算 内容

クラウドファンディングのリターン制

作・発送

約102万円 DVD、未収録映像、第一作DVD、パンフレット、オンライン視聴、梱包・発送、支援者対

応。

告知素材、初期上映、字幕・配信準備 約35万円 予告・告知素材、完成披露、上映主催者資料、字幕・配信準備。

価格変動、返送・再発送等の予備費 約13万円 製造仕様、送料、未達、再発送等の変動に対応。

追加合計 150万円 映画完成費200万円と合わせ、拡張目標350万円。

主な履行数量：本編518件／未収録映像280件／第一作『産土』DVD85件／パンフレット548

部／エンドロール掲載100件／上映権20件／プレミア上映11件。

本編DVD約500枚、未収録映像DVD約250枚、パンフレット約600部を標準製造数として想

定。Blu-ray希望者には、個別の了承を得たうえで高画質オンライン視聴へ変更する方向で検討

する。

標準試算総額は約337万円。350万円を超えた支援は、外国語字幕、映画祭応募、初期上映活

動へ順次充当する。
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15 SUPPORT  /  完成支援と先行上映
完成協力金、上映料金、登壇費を分ける

個人完成協力

1 万円｜応援参加

制作進捗の報告／支援者向け完成試写の案内／完成上映会

の優先案内。

3 万円｜個人完成サポート

上記＋完成報告書。

5 万円以上｜個人協賛

上記＋本編エンドロールへの氏名、屋号、店舗名、農園

名、団体名の掲載。匿名可。

共通条件

支援は編集参加権、出演者との交流、税控除、著作権等を

付与するものではない。

企業・団体による完成協賛

企業・団体の完成協賛は 10万円以上を目安とし、完成報告、テキスト名クレジット、完成披露上映への案内等を協議しま

す。本頁の金額はすべて税込です。

完成支援付き先行上映パートナー

PLAN A｜10 万円 完成後 1 年以内／2回まで／合計 100 人まで／有料上映可／同一主催者／エンドロール掲載／告知素材

提供。

PLAN B｜30 万円 完成後 2 年以内／5回まで／合計 300 人まで／有料上映可／監督トーク 1回／地域展開パートナー表記

／企画相談。

一次募集期限：2026 年 8月 31 日。申込方法：申込フォームまたはメール。入金期限：請求書発行後 14日以内。キャンセル等は申込確認書

で規定します。ロゴ等の提出期限は後日通知。定員超過時は事前相談・追加見積。監督の交通・宿泊費は別途。出演者・関係者の登壇は、本

人の承諾、日程、条件に応じて調整します。
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16 AFTER COMPLETION  /  完成後の展開
自主上映を中心に、作品を各地の対話へつなぐ

本作は、完成後、自主上映を中心に各地へ届けていく予定です。第一作『産土』で培ってきた上映経験と、各地の主催者、農

業関係者、文化団体、教育関係者とのつながりを生かします。

自主上映・監督トーク

地域団体、農家、店舗、文化施設、教育機関等が主催。上

映後、制作経緯、種、農、土地、文化、継承をめぐる対話

へつなぐ。上映＋監督トークは 15 万円程度＋交通宿泊費を

想定。

地域・農業・文化活動

種の交換会、自然農・有機農業の勉強会、食育、マル

シェ、祭り・民俗講座、地域づくり等と連携。ただし特定

の商品、農法、団体の広報映像としては使用しない。

映画館・映画祭

作品の性格と条件に合う映画館、映画祭への応募・上映を

検討する。ただし、映画祭や劇場公開だけを作品展開の中

心とはしない。

配信・DVD

自主上映等の展開後、オンライン配信を検討。クラウド

ファンディングのためDVDを制作。Blu-ray は新規製造を原

則行わず、高画質オンライン視聴へ移行する方向。

教育・研究利用

農業、環境、民俗学、文化人類学、地域研究、食育等に関

わる学校、大学、研究会へ。継続利用は教育ライセンスを

設定する。

海外・次回作・アーカイブ

外国語字幕、海外上映を検討。本編に収めきれない人物・

地域、完成後の変化は、追加取材、短編、次回作へ。素材

台帳と権利情報を長期保存する。
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17
DIRECTOR  /  監督・長岡参

土地、民俗、芸能、祈りを記録してきた映像作家

監督・長岡 参

1979年、千葉県生まれ。2010 年に徳島県へ移住。土地、民俗、芸能、祈りを主題に、短編・長編のドキュメンタリーを制作

している。映画『産土』『産土―壊―』を監督。徳島県神山町に暮らす一人の老女を 6年間追った『神山アローン』、『あわ

うた』などで、札幌国際短編映画祭、小布施短編映画祭、Yahoo! DOCUMENTARY of the Year Award、ポルト国際映画祭

等、国内外の映画祭で受賞。

『音、鳴りやまぬ。』は東京ドキュメンタリー映画祭 2024「人類学・民俗映像部門コンペティション」で奨励賞。NHK E テレ『芸

能きわみ堂』では、狂言師・野村万蔵家、歌舞伎俳優・尾上辰之助を追った特集のディレクターを担当。伝統芸能・民俗芸能の映像

メディア「みんなの伝芸」を主宰。

作品の独立性

協賛や上映支援の有無にかかわらず、編集権と最終決定権は監督・制作側に置きます。作品内容の事前承認、出演者・祭祀・

私的映像の広告利用、著作権・配信権・地域独占等の自動付与は行いません。

制作・問い合わせ

監督・編集 長岡 参

制作  
映画産土製作プロジェクト（仮称）／合同会社長岡活動写真館

メール shinichizm@gmail.com

QRコード

申込フォーム 予告編

事務対応 請求書、領収書、協賛契約書の発行可。

振込先 阿波銀行 石井支店　普通 1238838　ナガオカシンイチ（監督・長岡参の本名）
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作品を見る／申し込む
第一作『産土』は三分割した全編を公開しています。第二作『産土―壊―』のロング予告編、第三作『産土

3 ― 種々（しゅしゅ）―』の予告編とあわせてご覧いただけます。

第一作『産土』全編公開（全3部）

第一部
https://www.youtube.com/watch?

v=KOQHocWEowo&t=1s

第二部
https://www.youtube.com/watch?v=QaAiXlPWrJM&t=4s

第三部
https://www.youtube.com/watch?v=jnZ1aUf4gIA&t=2s

第二作・第三作／完成支援申込

第二作『産土―壊―』

ロング予告編
https://vimeo.com/82976751?fl=pl&fe=sh

『産土 3 ― 種々（しゅしゅ）―』

予告編
https://www.youtube.com/watch?v=sS97MHIIJFA

完成協力・先行上映

申込フォーム
https://docs.google.com/forms/d/e/

1FAIpQLSdzmE3RkqgFYuhhTAtt4Cmtdm16C_GKfTD_Y8
UD95-QiaE4Ug/viewform


